
 

 

 

 

 

 

気温も湿度も低くなり、かぜやインフルエンザが流行する時期に近付いてきました。本校でも、のどの痛み

を訴えたり、咳をしていたり、発熱で欠席したりする子もいます。本格的な流行期に入る前に、今からできる

予防を積極的に行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

げんきな子   
H２７．１１ 

浜岡東小学校保健室 

 病院でインフル

エンザと診断された

ら、学校にお知らせ

ください。 

インフルエンザワクチンにつ

いて 
 

 インフルエンザワクチンは、

接種すればインフルエンザに

絶対にかからない、というもの

ではありませんが、ある程度の

発病を阻止する効果があり、ま

たたとえかかっても症状が重く

なることを阻止する効果があり

ます。（ただし、この効果も 100%

ではない。） 

※インフルエンザワクチン

の予防効果が期待できるの

は、接種後２週間目～５カ

月程度までと考えられてい

ます。毎年、12月～３月頃

に流行するので 12月まで

にワクチン接種を終えるこ

とが望ましいでしょう。 

厚生労働省ＨＰより 

 

インフルエンザ流行期

には、疑わしい症状のあ

る子については、 
・感染拡大防止 

・本人の症状悪化防止 

のため、早退の措置をと

らせていただきます。朝

から調子の悪い場合、御

自宅でゆっくり休ませてく

ださい。 



 

  

 １０月１４日に学校保健委員会を開催しました。今回は、「ＷＲＡＰってなあに？―自分の取扱説明書を作

ろう！―」というテーマで、スクールソーシャルワーカーの鈴木先生をお招きしました。 

５年生の児童には事前に、ＷＲＡＰというプログラムの中の一つである「元気になる道具箱」の作成に取り

組んでもらっていました。そして、学校保健委員会当日には、保護者の見守る中、自分の元気になる道具箱の

発表会を行いました。第２部では、スクールソーシャルワーカーの鈴木先生より「思春期のメンタルヘルス」

についてお話をしていただき、各校医の先生から御指導をいただきました。その内容について御紹介します。 

 

１．ＷＲＡＰ（ラップ）とは？ 

・「セルフコントロールの手段」であり、「自分の取扱説明書」のようなもの。 

・自分の気持ちの変化に対して、自分でコントロールしていけるようにするためのプログラム。 

・自分の調子に合わせて、そのきっかけと対処法を考えておいて、実際に調子が悪くなったときにその自分で考えて

おいたプランに沿って対処していく方法。 

２．ストレス対処の仕方 

 ５年生に、ストレス対処についてのアンケートを実施し

まし、対処の仕方を種類分けしました。５年生の平均が右

の図です。グラフが大きいほど、いろいろなストレス対処

法が使えているということです。思春期は、様々なことに

悩んだり、落ち込んだりしながら成長していく時期です。こ

の時期にいろいろな方法でストレス対処していけるとい

いですね。 

３．子どもたちの発表 

 グループに分かれて、子どもたちが作ってきた「元気になる道具箱」の紹介を行いました。保護者の前だったこと

もあってか少し恥ずかしそうにしながらも、和気あいあいと発表する姿が見られました。 

 子どもたちの感想 

 

 

 

４．スクールソーシャルワーカー鈴木先生のお話 

・こころの病気というのはめずらしいものではなく、誰でもなりうるもの。 

・中学生の「最初に相談しようと思う相手」： １位 友人 ・ ２位 家族 

         「相談しにくい相手」： １位 担任 

・ストレスとは、生理的な反応としてさけられない。適度であれば自分を成長させてくれるもの。 

・ストレスがたまってきたサインがこころの病気。Ex.強迫性障害・摂食障害・うつ・統合失調症 

・こころの病気になっても、普通に生活でき、適切な支援を受ければ回復する。 

５．校医の先生方のお話 

・啓発書・・・日本人とアメリカ人で考え方が違う。 

・人の欲求の中で最も強いものは、「必要欲」である。必要とされたいと思う気持ち。 

   ・睡眠障害を克服するためには、寝る時間を決めるのではなく、起きる時間を決める。 

   ・思春期の子育てに大切なことは、「将来どうなりたいのか考えさせ、そのためにすべきことを考えさせる」、「親が一

歩先回りして情報を与える」、「親のがんばっている姿を見せる」こと。 

    ・思春期性の歯肉炎がある。磨けているという思い込みがある。歯周病は歯磨きをしっかりすることで効果が出る。 

 

学校保健委員会 ＷＲＡＰってなあに？―自分の取扱説明書を作ろう！― 

・みんなのそれを好きという気持ちが伝わってきた。 

・人によって好きなものは違って、自分にあった好きなものがあるとわかった。 

・みんなの好きなものを私もやってみたいと思った。 

・人それぞれ違う対処法があって、だから好きなものは人のこころを動かすと思った。 


